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漏れ量がすきまの 3 乗に比例する乙とを導き出し，端面 lとテーパの付いたピストンの漏れ減少効果を確
認した。
さらに，吐出し孔部に存在するすきま容積の性能への影響を検討し，往復圧縮機の場合とは異なり，
すきま容積が増加しても体積効率はほとんど変化しないが圧縮機動力は増加することを明らかにした。
一方，圧縮機吸込冷媒のシリンダ内での加熱特性を，シリンダ壁温度を制御しながら吸込冷媒温度を
変化させる実験的な手法により調べ，体積効率への影響度を識別するとともに吸込過程の平均熱伝達率
を試算した。
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また，圧縮機の回転振動特性を，運動方程式 iとより理論的に解析して 定常運転時，起動時，および
停止時の振動形態を明らかにし，実験的な確認を行いながら，簡易的な振動予測計算法についても言及
し fこ。
論文の審査結果の要旨
乙の研究は家庭用冷蔵庫，空調装置において現在広く用いられているローリング形回転圧縮機の性能
ならびにそれを支配する主要な因子についての理論解析と実験の結果をまとめたものである。その内容
はすでに六篇の論文として関係学会に発表されている。
著者はまず，この種の機械の機構上のキーポイントであるローリングピストンの挙動を厳密な力学的
考察とたくみな実験による摩擦現象の正確な評価によって明らかにしている。次いで圧縮室からの洩れ
に対し適切なモデルを用いて発生メカニズムを考察し，洩れ量を評価している。またシリンダにおける
すきま容積の圧縮性能に及ぼす影響，シリンダ壁と作業流体の熱交換プロセスの熱学的評価および圧縮機
全体の機械力学系としての振動特性を求めている。
研究は全体としてシステマティックで一応完結したものであり， この種の機械の特性についての確実
な評価の方法と設計，製作に必要な諸元や数値について定量的な指標を与えている。これらの点におい
て，この研究は機械工学に貢献する所多大であり，学位論文に適うものと認める。
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